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日 時 令和 7年 11月 27日（木）15:00～16:00 

会 場 北広島市役所 1階 多目的室 1・2 

出 席 委 員 穴田委員、岩井委員、内手委員、岡部委員、小池委員、小早川委員、柴山委員、

杉原委員、冨田委員、長島委員、山田委員 

欠 席 委 員 𠮷田委員 

傍 聴 者 0名 

市 出 席 者 杉山市民環境部長 高橋市民生活課長、立野主査、高山主査、坂下主任 

 

１．開会 

 

2．会議録署名委員の選出 

  「委員の過半数が出席していることから、会議が成立していること」を確認。 

  議長から岩井委員を署名委員に指名。 

 

3．議事 

 （1）犯罪被害者等支援について 

≪資料に基づき、事務局から説明≫ 

 

～質問・意見～ 

○A委員 

 第 12 条に『犯罪被害者等が犯罪等を誘発した場合』とあるが、犯罪被害者が犯罪を誘発

するというのはどのようなことを指しているのか。 

 

●事務局 

  犯罪被害者が犯罪行為を教唆やほう助した場合を指す。 

犯罪行為をするように仕向けたり、犯罪行為そのものをほう助したりした場合や、暴力団

に所属している場合は、支援を行わないことができると定めるものである。 

  犯罪被害者が知り合い等と共謀し、犯罪被害を受けたとする申し出を防ぐためのものでも

ある。 

実際の状況は、警察の捜査で明らかになると思われるが、本当の被害者ではない場合は支

給しないなどの対応を取れる体制とし、不正がないような制度にしていきたい。 

 

 〇A委員 

  犯罪被害にもそのようなパターンがあるのか。 

 

 ●事務局 

  いろいろなケースがあると考えている。制度を不正に利用して見舞金を得ようとすること

も可能性としてはあると考えている。 
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 ○A委員 

 第 6条の 2『窓口を設置するもの』とあるが、これは市民生活課に設置するということか。 

 

●事務局 

最初の窓口としては市民生活課になる。 

例えば、精神的な被害を受けたのであれば、市民生活課から市の福祉総合相談室や、北海

道のカウンセリング窓口を案内するなど、状況に合わせ各窓口に案内することになる。 

 

○A委員 

 札幌市は大都市であるためかなりの申請件数があるが、北広島市は年間何件と推計してい

るのか。 

 

●事務局 

 警察から情報提供を受けた当市における犯罪件数によると、犯罪件数は年間 10 件前後で

ある。この中には支援金の対象にならないような一か月未満の傷害事件も含まれているた

め、札幌市の値を参考に案分して件数を推計すると、実際に申請があるのは年間数件ほどと

見込んでいる。 

 

4．その他 

 

5．閉会 

 


